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[(J車両Iレミア 11っムープン ξブム; ¥ -J J] 
岐路に立つ共産党「自衛隊活用論J の本気度
松竹伸幸 ・ 元共産党政策委員会安保外受部長

2022年11月 2日

松竹伸幸氏=宮本明登撮影

共産党の志位和夫委員長が今年4月に「自衛隊活用論J に言及し、物議を

醸した。主張自体は2000年からあるもので、私はこの活用論を巡って志位

氏と対立し、 06年に党本部職員を退職した。その私から見ても、今回の志

位氏の言及は野党共闘による政権獲得に共産の本気度を示したものと受け

止めている。

自衛隊活用論を巡る曲折

共産は戦後の自衛隊発足以降、憲法第9条との簡で揺れてきた。もともと

共産の安全保障政策は旧社会党の「非武装中立j に対して「中立・自衛j

だった。 自衛隊は憲法違反だが、主権国家として自衛権を持つことは否定

しないという考え方だ。自衛隊を解消したうえで新たな自衛措置を整備す

るための将来の憲法改正を視野に入れていた。(※)

ところが1994年に9条堅持へと方針転換をした。 I日ソ連の崩壊と旧社会党

の非自民連立政権への参加と いう情勢変化の影響を受けたものだった。

しかし国民の多数は旧ソ連崩壊によって「自衛措置は必要なくなったj

と いう認識にはならなかった。共産もその こ とを自覚 して、 00年に自衛隊



、

解消までの過渡的な時期に日本が他国から侵略を受けた場合には自衛隊を

活用するとの方針を打ち出す。

私は当時、党政策委員会で外交・安全保樟担当だった。活用論と憲法9条

との矛盾を間われれば難しいことは分かっていたが、 方向としては賛成だ

った。

だから05年に党内の月刊誌に同趣旨の論文を掲載したのだが、 これに志

位氏が突如「間違いだ」と指摘してきた。 foo年の活用論は日米安保条約

を破棄した後の話であり 、 現在『活用する』というものではないj といわ

れて思惑した。私は納得できず、 06年に党を退職した。

記者会見する共産党の志位和夫委員長=国会内で2022年9月 1目、竹内幹撮影

「国民連合政府j

第2次安倍政権が集団的自衛権の一部行使を可能にする安全保障法制を成

立させた15年、共産は安保法制廃止と立憲主義の回復を大義名分とする野

党共闘による「由民連合政府J 構想を発表し、この政府下では自衛隊を活

用することと米軍の日本防衛義務を明記した安保条約第5条の発動を明言し



た。 21年衆院選では「根定的な閣外からの協力J を打ち出 し、 そ して今年4

月に再度、活用論に言及する。自衛隊活用は安保廃棄後と い う 05年の私に

対する批判を転換したのだ。

これは共産が野党共闘と政権獲得に本気であることの表れであ り 、 大き

な変化だと見ている。

それでも立憲民主党は外交 ・ 安全保障政策で共産との「違いJ を強調す

る。共産側も「違いがあるj と認める。なぜなら、共産は国民連合政府で

は自衛隊活用や安保条約5条の発動を言うけれど、それは政策という位置づ

けではないからだ。あくまでも党の基本政策は安保破棄であり、自衛隊違

憲・解消のままなのだ。これが野党共闘に大きな障害になっている。

9条と自衛隊の両立

憲法9条の条文を見ると常識的にはやっぱり 自衛隊の存在は矛盾してい

る。だが、国民の大多数は自衛隊の存在を認めているし尊重している。 一

方、 9条にも愛着があるし、あった方がいいと思っている。両方必要だと思

っているロ

政府 ・ 自民党は長年「専守防衛の自衛隊は合憲だj と主張することで、

自衛隊と9条の両方が必要だという国民の支持を得てきた。これに対して共

産は「両立はできない」と主張してきた。それが戦後の政治だった。

しかし自民党は特に第2次安倍政権以降、 これまでの専守防衛まで変えて

しまおうとしているし、 9条を変えると主張している。立憲や共産など野党

がともに、 9条と専守防衛の自衛隊を堅持するという軸を明確に掲げ、それ

を基本政策だと位置づけられるようなものに練り上げることができれば、

十分に自民党に対する対立軸になり得る。自衛隊活用論を主張した志位氏

は大きな役割を果たしたと思う。 これをさらに前に進めてほしい。

未来はある



共産は結党から100年を迎えて岐路に立っている。党勢は衰え、野党共闘

もうまく いっていない。 それでも未来はある。

岸田文雄首相は「新しい資本主義j を提唱した。さまざまに議論はある

が、ある意味でこれまでの資本主義のあり方を問うたものだと受け止めて

いる。

こ れに対して共産だけが唯一、あくまでも資本主義の枠内での改革を主

張し、資本主義自体のあり方も問うことができる政党だ。そのような共産

が参加した野党による連立政権は必ず今の若い人たちに希望を与え得る。

それを実現するためにはまだまだ共産に変化が必要だ。

〈編集部注)※ 日本共産党の機関紙 f赤旗j の1968年1月 8日号に掲載

された論文には、 「真に民主的な、独立国家日本にふさわしい憲法を制定

するために前進してゆくことは、歴史の発展からいっても当然のことであ

る。そして、そのとき日本人民は、必要な自衛措置をとる問題について

も、国民の総意にもとづいて、新しい内外情勢に即した憲法上のあっかい

をきめることになるであろう j とする記述がある。

松竹伸幸 | +フォロー ! 
元共産党政策委員会安保外交部長

1955年生まれ。一橋大在学中に全日本学生自治会総連合(全学連)委員長を務

める。共産党本部職員、国会議員秘書などを歴任。党退職後はかもがわ出版編集

長を経て、現在は編集主幹。柳津協二元内閣官房副長官補が代表の f自衛隊を活

かす会j 事務局長。著書に「改憲的護憲論J (集英社新書)、 「憲法九条の軍事

戦略J (平凡社新書)など。

毎日新聞のニュースサイトに掲載の記事 ・ 写真・図表など無断転載を禁止します。著作権は毎S新関社またはその情報提供者に底しま

す.

画像データは(株)フォーカスシステムズの電子透かし racuagraphyJ により著作権情報を否定偲できるようになっています.

Copyright THE MAINICHI NEWSPAPERS. AII rights reserved. 
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私、共産党の党首選に出ます I _, r自衛隊活用論j

を唱えてきたヒラ党員の覧悟
安保・自衛隊政策をめぐる野党聞の f共通の土儀j をつく否ため全覚
的議論の場を

松竹伸幸 編集者・ジャーナリス r

人生の転機は官事力、 Iζ訪れた. 2022年 11 月 088

今かちちょうど 1 年前の 11 月 1980 私 i季 、ほぽ毎日・いている 自分のブログ

( r車種左翼おじさんの挑戦J )に、次のように・いた. (髭旦 } 

これまで.いてきたことは、私にとっては自明のことだが、多くの{共

産)鎗員にとってはそうではなかろう.しかし、ちし野党共闘の路線を進

めようとすQならば、 11鎗してまきかねばならないことである.

つまり、全覚的な肘穫が不可欠である5. その討議のやり方のーっと し

て、日本のほかのすべての政覚がやっているように‘党員挽票による党首

選挙を実施し、iI舗を闘わせ.Qやり方ちあ否のではないか.他の野党から

共闘路線への異論が出て来る筒景には 、 これまで論じてきた(安保・自衛

隊をめぐる)基本政策の遣いということととちに、いわゆる E体質』にか

らむことが多いが、党首選準の実施はそれらをクリアーすることにつなが

ると思う .

ち レ、 そういう選祭が実施されるなら、私は立候補しようと考えてい

る.

前月の末(1 0月 31 日}に第49回総選考艇の役関震が行われていた.遺拳結果

l志、ご存じの巡り与党努力の庄勝で、立到底民主党と共産党は大きく後退する.ご

の記事{玄、 『総選挙結.に関す.Q貧富IJ と題して 10固にわたって連総してきた記

事の・後のまとめだった.

jドメ 11 
~ 組問i f i ;l 
;/ 

訟竹伸幸さん(筆魯m.供}

l 自 8が立棋摘す否と義明した理由



その前日までは、.後の結鎗宮B分において、共産党にとって党首公選が不可欠

になっていることは書くつもりだった.しかし、自分が立候補することなど、磁

の片鯛に毛なかった.けれどち、党首公選の必要性のところまで・き進めてき

て、このままでは量産省を納得さぜる内容にならないと考えたのである.

なぜなら、選挙を実錨したところで、共産党の現状を υアルに見ると、立候者著

者が雄ちいない事態が予怨されQからである.立候補者がいないことが分かって

いながら選拳を実施ぜよというのでは、あまりに信頼性に欠け否記事になる.だ

から、誰かが立候摘することは情実だと.かねばな6ないが、そういう党員がい

るとは思えない.

ぞれな§ぱ、自分が立候織す否と忠明すればいいだけのことだ.他に選択肢は

ない.先ほど弓l 用した置後の一文を省いたのは、今から振り返ると、そんは気持

ちの動きのあらわれだったように思う.

l メールを慎んで『嵐掻のご事公』を決憲

それからしばらく経ったある自のことだ.私のこの記事を見たという人から

メールが寄tきられた.共産党員だと名集ったその人 i立、 『自分が所属する地区の

党会穫で、総竹さんという人が立候有害す~とブログで.いているのだから、党首

公還を実施すべきではないかと発曾しましたj というのである.

共産党{ま職場や地減ごと iこ『支餓」という党員の集まりをつくるが、それをい

くつか集めたのが『地区j であり、その上に f都道府県 J の組織がある.党会議

というのは、共産党の規約第34条で「地区組織の最高機関は、地区党会織であ

る」と定められているいちばん大事な会滋であり、年に一回聞かれている.

そうか、自分が何気なくブログで.いていることは、こんな結果をもたらすの

だ.・いたことには責任を持たなければならない.そんな思いにさtきられた.

それまでは、このままおとなしく人生の忽期を迎えようとしていたのだが 、

r.後のご奉公j をし主主ければと患った.その後、共産党lζ党首公選の実絡を求

め、実錨されれば立候補すQ というごとを、どの場でち公然と表明するように

なったのである.

〉〉ごの記事の関連記事

l モ@主揖(ë:現実瞭はあるのか?

さて、ここまでこの記事を読んで来た人の多くは、おそらくあきれ果てている

に遣いない.

まず、共産党のような体質の殴党が、党員が役票できるよラな選讐を実施する

はずがないか5 、私の主張には何の現実味ちないと感じるだろう.しかち、その

主強をしている悠竹( rまったけ J という読み方ち知られていないはずだ)とい

う人物など潤いたことち見たことちなく、かなり跳ね上がりのヒラ党員が大宮壮

語しているだけだと受け止め否のではないだろうか.

正直に言ラと、そこは否定できない.共産事告は、覚首公選を求める声があるご

とを認めつつ、現在の宛首公選の方式がちっとち民主的だとして、すでに公還を

否定する晃解を出している(党の一部門の論文にすぎないので、.終的主主公式見

解かどうかは分からないが) . 

また私は、かつて党中央の政飯事署員会(他党の政策審盤会とか政務調査会など

と同じであ否)で働き、安保外交811畏という肩書書きをちらったこともあるが、 16

年前に退職して地方の小さな機場党支舗に所属し、毎月の党貨を欠かさず納める

など党員としての量産務を果たしつつ、なるべく目立たぬように生きてきた.そん



な私が何を主張したところで 、 「一枚岩』とも呼1まれ否共産党に影置を与え否よ

うなカはない.

ただ、ちし共産党が党首公還を実施す.Qならば.私には立候補する資格だけは

ま5るのではないか.他の人にはなくてち、私にはある.それだげは理解してほし

いのであ.Q.以下、 その司E情を述ペる.

yu_ ph 0 tol shut t e r $to cl<. com �. 
党内で..0)遣いが見えない共産党

選挙というのは、政策などに遣いがあって、どちらを選ぷのかをめぐって争わ

れる壱のである.旗貨を選ぷ場合ち、党首を選ぶ場合ち、そこに遭いはない.そ

ういう観点から共産党を眺めた場合、覚首公選を行う意味が見いだしづらい.な

ぜ主主ら、政策その他で党内に遣いがあるように見えないかBだ.

ネットでこの問題に関遷する共産党の話題を見ていると、いろいろな人の名前

が出て来る.次の党首は引き続き志位和夫氏という憲見以外にち、代わ否とすれ

ば安定感で小池晃~だろうとか、女性重視で田村智子氏がいいとか、ここは思い

切って若手の山添拓氏でほどラか、量近『赤旗」に登場するようになった回中悠

氏とはどん主主人物かなどの声が出ており、確力、に共産党には有能な人材がいるな

と感じる.

小泡氏{ま私が政策畳員会に在籍じていたとき、放策委員長として指導してくれ

た方であり、たいへん尊敏していあ.田村氏は理学生時代から有能で性格ち明るい

活動家として知っており、.近の重動を見てち国民の常離に近い.田中氏は学生

時代、イラク反戦闘争をリード:し、挫折ち経験しつつ、リーダーとして育ってき

た織を見てきた.山添氏とだけは面識がないが‘国会質問の鋭さでち、有権者に

信頼され選挙に強い人望という点でち、書撃を被いてい否。

けれどち、これらの人が党首位なりたいと思っても、選挙にはならないのでは

ないか.志位氏と選挙で争ラとして、他の4人が志位氏と異なる政策を掲げ否よ

うなことは、まったく考えられない.これらの人はすべて中央委員であるが、こ

の潤、何回、何十固と聞かれた中央委員会 l立、長E案された畿案を 「全会一致 j で

可決してきたからでま5る.

つまり、誰かが出馬したとしてち‘争うべき政策や方針のない選挙となって、

選挙としては窓味がなくなる{若さや性別ち争点だという立場もあるかちしれな

いが) .ちし、これらの人が異なる政策、方針を掲げるなら、それまでは面従腹

脅してきたことになり、党員としての資質が商われることになってしまうのであ

る.



共蔑党中央餐風会総会で寝台に立つ忘位初来餐民祭(さから 3 人目) = 2022制月' 0.
臼、東京都渋谷区の党本節

〉>~の罰事の簡i豊富R 羽E

1 覚@雑障で公開された『自己批判文書』

そこが私の場合、決定的に遣う.私が党の政策、方針に異誌を待っているこ

と、それが現在の野党共闘の障害となってい否安保・自衛隊をめぐ答問題である

ことが、共産党の手によって 17年前 (2005 年) [;:公潤されてい否か B でま5 る.

それこそが、私には立候繍の質絡があると考えた所以である.

2005年、共産党の月刊誌の 1 つであ~ r議会と自治体 n (6月号}に、私の短

い文書が掲載された.その前月号の巻頭に、 f9条改憲反対を全国民的規槙でた

たかうために」といラタイトルの論文を寄稿したのだが、その論文に間違いが

あったことを認めた文・である.

共産党内では、これを「自己批判文書』と呼ぶ. fお前は間違いを犯したj と

指導されて醤かされる党員は少なくないが、党の雑誌に公開された事例 I志、それ

まで不破哲三氏と上田耕一郎氏の二人だけに限られ、ただの勤務員の自己批判文

書の公開はかなり異例のことであった.

共産党は 2000年の第22回大会で、日本が侵略された際は自衛隊を活用すると

いラ、いわゆ否自衛隊活用論を決定した. 1994年には、憲澄9条を将来にわたっ

て堅持す否ことち決めτ いミ5. 私が自己批判するはめになった請文[~、ぞうレた

覚の諸決定をふまえ、改憲問題がB本政治の焦点となってきた局面において、富

民世請が9条ち大事だが自衛隊ちリスペクトしているという現状を指摘しつつ、

共産党が一方では9条を霊待す~ごとを明らかにするとともに、他方で侵略され

たら自衛隊で日本を防衛すあという立場に立ってい否が故に、共産党は9条支持

派と自衡隠纏護派をつないで護憲の多数派をつく奇特別に重要な役曹jが果たぜる

といラ趣旨のちのであった.

ところが、雑誌の刊行直後、志位氏からこの論文は共産党の立場から大きく逸

脱しているとの批判があり、次の号に自己批判文書を裁ぜるよう求められたの

だ.

l 党本郵国民を過鴎

志位氏の批判の怨拠は、侵略されたら自衛隊で防衛す否という覚の立場 lま、安

保安量約が廃棄されて以降の方針であって、それ以前にち自衛隊を使うという私の

考えは防護いだというものであった.これに対して私は、安保条約があ否うがな

かろうが、日本が侵略されたら自衛隊で日本を守否のは当然だという立場を表明

す~.



ぞれから 1 カ月近く 小池男氏などとの線論が続くが、意見の相違は埋まら主主

かった.だから私は『自己批判・は・かはい.どなたか幹銀が払を批判すQ論文

を餓t宣れ{ま良いではないかJ と表明した.それに対して志位氏から‘怠見の遣う

問題は留保したままにしていいけれどち、諸文中に自衛隊が違憲だと書かれてい

はいことだけは自己批判世よと求めがあり、モこでは合意することになったの

が、この問題の当時の甑末(てんまつ)であミ5.

それから 1年後の2006王手、私{ま党本部聡員をiI践した.

共 ill党のz位和失望~A 畏= 2022~1 0 月 6 臼.調会内 ca. 

政梅共回のための『共通の土債』はつくれ吾か

2015年、集団的自衛権を一部容認する新安保法制が成立した直後、~位委員

長は野党共闘を基礎にした『国民違合政府 j 構想を提唱する.この『政府 J (玄、

安保条約を維縛する政府であるが、志位民はそれでも日本が侵略されたら、自衛

隠そ活用すると閉奮した. 2005年に私が自己批判を求められた見解に‘志位氏

が鍍近してきたのだ.私はとのtl唱を強く歓迎した.

それでも他の野党はなお、 「安保・自衛隊をめぐる基本政策が異なる j と し

て、共産覚との政権共闘に前向きではない.共産党自身、基本政策が異なあこと

は恕め、だから自分の立舗を野党共闘で成立する政権にはfきち込まないと述ペて

いる .

一方、私は遺輪後、元防衛官僚の柳津協二氏を代表とする「自衛隊を活かす

会 j の寧務局長を続め、現行憲法下での防衛政策のあり方を傑究してきた.その

鑓襲、 9条下であっても、現在の共産党綴領のちとでち、日本の防衛政策を領頒

性あるものにすQことができるし、野党とちE主催共図のための f共通の土俵J を

つくれると確信す否に至った.

共産党員 Iま護憲の強い信念を待っていQ. だから、自衛隊を活用するという方

針はきわめて評判が良くない.それでも、軍事力の不要なアヲアをつくろうとす

れば、共産覚がì3t織に入ることによって平和外交を展開し‘アヲアに現存する緊

奮を緩和していくしかない.現実が変わらない限り、自衛隊が必要だという国民

憲議ち大きく変わることはないからだ.とはいえ、自衛障を認めないことが基本

政策の政党は、野党の政権共"の対象{こならない.

絡み合った'方程語"を解くために覚首公選が重要だ

この復維に絡み合った'方程式“を解き、共産党員が納得する安保・自衛隊政策

を媛立す否必要があ:0 0 しかし、自衛隊を少しでち認めることを拒否す否党内世

鎗が大聖書を占め否現状において、兜員が納得すミ5鎗輸をおき出そう と思えば、か

つて体験したことのない会党的な自陣論が不可欠である.自衛隊と9条をめぐって



{ま、 先ほど紹介 した 1 994年以来、大会に陶けて議~を提起するやり方をとって

きたが、 30王手近く経つ今なお、党内の合意が得られていないからである.

覚首公選はそのための重要な手段になるはずだ.そして私には、こ ζ まで述べ

てきた共産党を退聴した経過から見てち、その後に異なる憲見を留保したままm.

り組んできた私の実践を踏まえて右、そういう議論を提起する資絡があQのでは

ないかと考えるに至ったのであ否.

次回以降、安保・自衛障政策をめぐって野党悶の f共通の土俵 J をつくるた

め、共産党にどんな転車憶が求めちれているかを示したい.また、そういう私の考

え方ち含め、党首公選を実施して異論を議論しあうことの大切さについてち述べ

ていきたい. (続く)

》〉この記事の翻盤記事ちお読みください

コメシト狙毘湿飽

コメントを入力する(最大切O文字)

コメント投稿時には、耳目J~胃規約を確認・同憲したものとみなさせていただきます.

0/500 名前(任意30文字以内)

nona町、elD目 7b3Sc9

ι;JJ~ 
'-'・

人気順V

自衛隊が違憲という立場で、いざとなったら自衛隊を活用するというのは、 「いざとなっ

たら憲法なんか無視するぜj と言っているに等しいと思うのですが?自衛障が違憲なら、

「政権を取ったら自衛隊解体のための事務処理以外の自衛隊関連予算をすべて止めますj

というのが立憲主鍵的に正しい立場ではないでしょうか?

C ヶ\~ 11 返信仰{キヲ ツイート 1ヶ月前

nona四百ー 1D:9d21d9

自衛隊の活用を巡り、 「安保条約破棄前でも自衛障を活用すべきj という意見が覚の方針

と異なるからと批判され、自己批判文・を出さされるのか.日本共産党は分派行動を禁じ

τいるからこうしたことになるのだろうけど、実際には党員宅金身の人間で党の方針と自

分の意見は遣うことちあるだろうにそうした考えは圧殺されるのだ山続きを表示

とrμ く';<6 返信(2f牛) ツイート 1ヶ月前

nona町Ie ID:d副518

『侵略されたら自衛鰍で防衛す否という党の立場は、安保条約が廃棄されて以降の方針」

だったと初めて知りました.

(.;'0 返信 (H牛} ツイート 1 ヶ月前

日続きを表示仰向

Pt，.~時崎cbv ユーザ一色-)Jl~剖コメント

レコメ〉ド{温倹 Outbrainl 
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鈴鹿，容を変え~!党員・ti:竹伸事@錦織

小池晃書記局長のパワ八ラ問題で共産党は蜜わる

か 1-覚首公選は絶好の機会
現場の感覚が党中央を動かした日本共産党で初めの事件をどラいかす

か……
松竹伸幸 纏象者・ ジ ャ ーナ リスト

Z022年 1 ~ 月 02 日

共産党に党首公選の実施を求め、実施されれば立候補するということを

表明してい否総竹伸幸さんの遡鍛「共産管事..~安芸5 I 努 a ・松竹仰察の桃

艶ム の第2図です.第 1閏「私.共産党の貧富書遜に出ます I ~ r 自衛隊活

用!U 春唱交で告たぞラ質aの館情 l に引き続き、党普公選の憲議につ

いて、司直面歯を深めています.あわぜてお読みください. (1倉庫編集銅)

出雲 if主主三ザ蚤のパワハラについて会.íìで闘する志位和夫鐙員長= 2022 負

1 共産党の組・のあり方と結びっく問題

11月の日本共産党 l立、小泡晃.記局長の図村智子政策委員昼!こ対す~パワハラ

間銀で握れに握れた. 11 月 5自に関かれた共産党の f全国地方自民員・候術者会

議J の場で起きた間短である.

メディアでかなり報道ちされたし、指摘の多くを共産党ちま忠めていgので、事

実関係について私がここで改めて取り上げるような点はない.本稿で述べたいの

は、この間短は共産党の組織のあり方と深く結びついており、党の改革につなげ

なければならない性絡を持つというごとであミ5.

嘗告処分が公表された会見 (14 日)で小i也氏 lま、記者から共産党の体質の問題

では主主いかと間われたのに対レ、 「共産党の体質ではなく、私自身の重大な弱

点 j として、あくまで自分傍人の問題だと強鈍した.しかし、パワ八ラ告書者の主

体となった地方磯良のSNSなどへの役穏を見ると、党そのちののあり方を問いか

けQものも目立ってい~.

実際、今回の問題は、共産党に党首公還を求め、実施されれば立候補す否と表

明している私の主張 Iごつなが否ごとでちあるので‘そのよう主主観点から提えてみ

たい.

号証



l 党@中央にとっては日常の風軍

今回の問題で地方怠賓の多くが衝寧を受けたのは、小池民の強い口調 iζよ Q 叱

責(しつぜき}そのちのであろう.ふだんはにこやかな印象のあ否小池氏だけ

に、叱賓の現場を目の当たりにして、小池氏でさえ覚中央ではこんな握る舞いを

するのかと驚いたわけであ否.

しカ、し、私が寵いたのは、 suのことだ.それは、党の中央と現場の感覚に大き

なお燈{かいり}があ6現実であり、これこそが今回の問題を通じて霊呈じた媛

大の問題ではなかろうか.

会議後、地方自島民からの批判は瞬く聞に広がっていった. しかし、党中央はし

ばらくの冊、それに対応じよう-とし忽かった.

小君主氏ち、記省会見やツイッターなどで発言すQ機会はいくらでちあったけれ

ど、黙り込んでいた.パワハラを受けた当事者である田村氏は当日 (5 日)、な

んと自身が「ごめんなさい J と謝ったのだが、後日 (18 日)の記者会見で明らか

にされたよう!こ、 『叱賓されたとか、パワーハラスメシトを受けたというま思議を

全く持っていはかったj と鑑り返っている.

志位氏ち同時進行で動画を見ていたそうだが (5 日)、定例自の78 に聞かれた

常任幹部会でこれ奄議題にするような指示はしなかった. 14日の常任事宇都会でよ

うやく処分を決めたという経過である.

軍事するに、 1 週間以上の問、党中央では、パワ八ラをした本人名 、 破奮を受け

た当事者右、それを眺めていた人ち、緩ちこれを正すべき問題だと捉えていは

かったということである.残念なことではああが、地方議員を罵力、経たことが、

党中央のB常の昆震になっているという現実の反映であ否 . そうとしか説明のし

ょうがない.

繁急経着対策を発表する共産完の小鴻邦情Bë! 雨量{右}と 田村調子政策安員長 官 e. 
2022 苦手， ，月 t08. 盟会

>>関連記事は「ζ主主J か 6

I r昆主集中制J にひそむバワ八ラの側面

なぜ、そんなごとになるのだろうか.小池民は自分の r óö性 j の問題だと籍っ

たが 、 小池氏が特に品位{と問題のあ否人筒なのだ否うか.

少なくとも私の知あかぎり、小池氏はそういう人物ではない.政策委員長をさ

れていた頃、短い期間ではあったが錫下として仕えた身だが、恩会音量戦での舌鋒

{ぜっ {まう}鋭い追及からは想像ができないほど 、 政策委異会のメ シパーには優

しく丁耳慣に鍍していた.声を張。上げる姿など見たこ とがない.



私 l志、志位氏と愈見が対立して退磁することが決まった後ち何カ月か勤務して

おり 、 [自陣りだから自宅で仕事させる J と言ってくる上級幹却もいたそうだ

が、.後まで守り強いていただいたことには感謝してい否.

その一方で 、 完中央の運営システムは、一般社会から見Q と、力、なり異織なち

のかちしれない.党の現婿とちかけ限れており、運用を間違うとパワハラを生み

出しかねない可能性 1<:満ちている .

共産兜 lま長い閥、 1961 年に決まった「規約J に従い、党を量直営してきた.運

営の原則 I玄 、 「民主集中制 J と呼ばれるちのである. 61 年続約によると、 f 党の

組梅原則は、民主集中制である.その内容はつぎのとおりであQJ (第 14条)と

され、例えば次のような説明を置いていた.

(幻覚の決定は、無条件(;:実行しなくてはならない.個人は級車憶に、少数

Iま多数!と、下級は上級に、全国の党組欄 l志、党大会と中央委員会に レたが

わなくてはなちない

一言でまとめあと、ヒラの覚員は、上級の決定を無条件に実行しなくてはなら

ない、ということであQ.

今、ふつうの磁場で、住民が会社の方針に納得でさないと表明した際、上司が

ras前はよ司に従う猿務があQ. オレの書うごとを無条件に実行しなくてはなら

ない j と告げたら、叱責口調かどうかにかかわらず、パワ八ラ認定されQ だろ

う.パヲ八ラとは、厚生労働省の定義によれば、何よりち f優越的な関係を背量ー

とした雲動 j であって、必ずしち叱貨を要件としていない.

パワハラの要件に{季、他にち f業続上必要な範砲を超えたもの J r労働者の就

業環境を奮す.Q J の二つがあるが{以上は積場でのパワハラ)、党活動において

も、納得の上で決定を実行さ曾Q のではなく 、 決定だからとして実行を押し付

け、そのととで党員の活動環境が書されれば、十分にパワハラとな.Q.

つまり.共産党の綴織原則 l季、 「集中 j 部分だけから見ると、パワ八ラと重な

り合う部分があるのだ.

I r身分陶な序列はないJ r縄寝盤j の覚なのか

共~，竜太会で発だする不1t1i章ち溺需主主 '2020年 1 月 1 5 臼 号事岡県総海市 役

それでち、民主集中鱗とパワハラが決定的に異なるとされQのには、 二つの理

由がある. 一つは、党員が決定に多加できるという「民主 J の要素があること、



竜王う一つは、共産党員は「集中 j ち含む組織原則を明記した規約を箆めて入党し

てい'.5ごとである . r 自覚的な結社j なのだ.

しかし、党員は所属する支穆の決定には参加できあが‘上級織関による決定の

磁論には必ずしち著書加できるわけではない，それなのに、決定の実行だけは求め

られる . それを「無条件に実行し主主くてはならない」とされ否と、さすがにそん

は党に近づいてく否人はいない.

そごで、 2000年の党大会で「日本社会の全体との対窓と交流を広げる J (不

破哲三氏の大会での報告}目的で規約がall iEされ、これまで引用したような箇所

は削除されるととちに、民主集中制の内容は五つにまとめられた.関連部分は次

のような表現になっている.

1 、 党の意思決定は、民主的な議鎗をつく し、 最袋的には多数決で決める.

2、決定されたことは、みんなでその実行にあたる.行動の統ーは‘国民に

たいする公覚としての責任であQ.

それまで f上級 J r下級 j とされていた関係についてち、新しい考え方が示さ

れた.不磁氏はそれをこう説明している.

f中央曇員会から支却にいたQ覚縁関・党組織の稲互の関係は、察本的{ごは、

共通の事業に銭わるもののあいだでのをH遣の分担、機能の分担という関係であり

ます.聡買によって責任の重さ.広さという遣いはあ りますが、その関係 lま規約

に規定された組織上の関係、であって、身分的な序列をZ軍隊す否ちのではありま甘

ん」

さらに不破氏は、別の場所で、次のような説明を加えてい否.

r r循環型』という言葉でよくいうんですが、 『一方通行』でなく『循環型』

の関係が豊かに発展してごそ、草の書室で国民と結びついた党の生きた前進があQ

んですね o J (r赤腹 J 日暗版2000年 10月 1 日号)

党内には「身分的な序列はないJ し 、 f 循環重量だ』 というのである.組制島原則

がかなり変化した印象がある.

>>問見聾忠司隠は fζ主主j から

1 中央と現場とで腐なる覚の運営

それでは、 61 年規約にあった考え方は、現在はどうなったのだろうか.新規約

の「決定されたことは、みんなでその実行にあた否 J という規定は. r上級は下

級に従い J r 決定は無条件に実行する」という以前の規約とは異なるものなの

か、それとち奮い回しを変えただけなのか.

不磁氏の報告は、その点に触れられてい主主い.規約改正の趣旨は、 fわかりや

すくする J r誤解を解く J ことに置かれており、民主集中制の運用に内容的な変

更があQのかないのか、そこでは説明されていないのであ否.

ただし、車両しい規約を読んで入党した人は、 「決定は無条件で実行する J ょう

は自覚は持っていはい.そういう文面が党に入る陣奮とはってい否から改正した

のだから、当然であ.Q o

そのため党の運営が、党中央と現湯ではかなり異な Q という事態が生じてい

る.現織では、党員が活動しないと党は成り立たはいので 、自発性が大事にさ

れ、異陥ち事事重され否方向 !こ変化しつつある.一方、共産党の辱従者によって遷



宣言される党中央をはじめとす15機関においては、従来型の『無条件での実行』が

白河電の風震だ.

-i'lが党本部で仕司E していた頃の志位氏の白書揮は、自分の震うのと遭うごとは一

室一句主奮してはいけない、だった.私が独自性のあ否論文を公表すると、後で

何度ち注意された{私はただ表現を隻かにしただけのっちりだったのだけれ

ど}

小貫主氏{玄、エリートとはいえl!iH取として現簿にいた人だ.政策事署員長とじて党

中央で働くようになった 2003年は、先ほど・いたように、人として常量量的なと

こるがあった.しかし、それから20年近くが緩ぢ、党中央の作風になじんで(染

まって? )きたことが今回のパワ八ラにつながったと見れば、納得できるところ

はある.

I 共産党を動かした現場の覚員の声

8*特産党中失望~.盆 =li京初渋谷区千肱ケ谷、朝日新聞社〈ーリから ~ 

いろいろ否定的なことを・いてきたが、じつは私は、今回の司E件を前向ぎに捉

えていQ. 冒頭で『党の中央と現織の感貨に大きな~.がある j ことに篇いたと

述ペたが、今回のパワ八ラ問題 l玄、現場の感覚が党中央を動かした事件でもあっ

たからだ.日本共産党の 100年の歴史のなかで、こんなごとは初めての経険では

ないだろうか.

"件が起きた会自慢は、党の地方UI買と候補者だけが参加・視臆でき 15"閉じら

れた会議・であった.それが小i也氏の処分にまで発展したのは、氏の言動に驚い

た副館員が、動画のE亥当怒分を切り取って党中央に鍵示し、対処を求めたのがきっ

かけだと言われる.

その議員{手、党規約の「党の内邸問題 i立、党内で解決する J (第 5条8項}とい

う規定を守り、動薗を鉱散すあ窓図 1まなかったそうだが、 SN5の時代に党内と苦言

外をそれほど厳格に区別することは事実上、不可銭だ.この動画 1志、設稿者の憲

図を量震えて一気に党内で広まり、党外にち伝わって、批判が党中央に洪水のよう

に押し寄ぜたというのが、この聞の緩i且らしい.

これに関遣するSNSを見 15 と、党中央が処分を公表した以降になって、やっと

「自分もおかしいと思っていた j と役積する地方自慢震がいたことで、 f党中央に

逆らえない体質 j を問題にす否自民治が怠る.確かに、党中央が留めるまで、この

間鰭で黙っていた人がいたととは事実であろう.

しかし、私に言わぜると、公表以前から声をあげ、対処を袋めていた獲員、党

員がこれまでと比べてなんと多かったことか.そこに何よりち新鮮さを感 じ た

し‘ 党の未来はこの方向にあ否と織信することにはった.



覚首公避で眉震に近い存在に

そうなのだ.日本共度第の未来のためには、現場の党員が堂々と声をあげ、そ

れが気中央の運営に反映するシステムがより効果的 1;:槍箆することが不可欠なの

だ.党員が党首選ぴに~tJ目できる党首公選は、そのための絶好のシステムの一つ

ではないだろうか.

現在、日本共産覚の党首を選ぶ設震に豊島加できるのは、党大会で選 Iまれた約

200人の中央餐員のみである.その200人は全員が究中央から給与を支給されて

いる.党の役賓としての自覚を持った人ばかりで、党首の政策や完量u堂がおかし

いと感じれば、きっと自分の信念を貫く人たちなのだとは思うが、それでちその

際、自分の給与や雇用への不安が顕をよぎることは避けられない.

そういう人だけではなく、全国に20万人以上い否党員が党首選びに@加できれ

ば、共産党は由民にちっと近い存在になれ否のではないか. r今回の事件はパワ

八ラだ j という現場の声が、そう恩わ主主かった党中央を動かしたように、党員が

住んでいる地域、働いている磁場の現喝の感覚が党の運営や政策に反映レやすく

なる.

これこそが、 2000年に不徳氏が述べた「身分的な序列はない J r循環型』の

党を、本格的に具体化し実現す奇道であ否と思う.役職ち「循環MJ になれば

{党首公遣で少なくとちそラなる可能性が生まれれば)、文字通り「身分的主主序

列 lまない j ことが明確にな否.

共産覚には是非‘今回の事件をプラスに変えるような対応を求めたい.

日開爆記事はほ主主J から
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党議拘束みたいなものが共産党員の幹部速にあって一般党員は賛成す否だけ，という体制

が原点にあって，それを今風に言い直したのだといえます.党で決めた政治方針は異総務
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それは遣うと患います.ゅ批きを袋五ア

二 '(- :; 6 辺&~(4f牛} ツイート 10臼前

r，æll之 ID:56dd99 

f権力は腐敗する.絶対権力は絶対に、廃敗するo J を、知ってる著書は f地位には十年

が、限度』だと、 弁え否ペき.多選は必ず!腐敗す否.

Go 返信する ツイート 2目前

>> 続きを表示 (1併牛}

h相吋 t~ ー工 ー - ~ ・む F 力1""1コメント

レコメシド (費量供 . Outbrain)



へ

乙第 る 号証
論座R 0 N Z A 

事主 ll"を思える E 党員・総竹*霧の挑.

共産党は矛盾を強みに変えて f左側の自民党j をめ

させ~徹底的な議論へ党首公遣を
深くて広い矛盾を解決する手立てを見つけられたら国民からの支持ち
得られる一…

松竹伸幸編集者 ジャ ーナ υ スト

2022年 12 月 26 日

共産党に露首公選の実施を求め、実施されれば立候補すると言う松竹伸

幸さんの連総「共産党を変える 1 党員・松竹伸幸の挑戦j の畳鵠屈です.

第 1 困 f 私‘共車~'5世の号室首世襲 r;:: 出ます! ~ Iì自衛隊活用織』春日露支で告たヒ

ラ党箆の貧』廃 1 、第2閏「小i也事聖書 ~2局長の八つハラ問題で共産党 r;t響わ

墨かす~覚首公過は絶好の機会! とあわせてお読みください. (論鹿編

集線}

この遣.ち第3回、いよいよ慮終回.今回は、私が共産党をどんな政党にした

いのかについて画面じたい.

その前にひとつお知らぜを一一。

いまや、ネットメディアの軍事いは紙媒体を凌罵(りょラが)している しか

し、その..実に気づかない人は、私が「論座j の選規で共産党に党首公還を求

め、実繕されれば立候補す-i5と述べていてち‘ 「現実から離れたネット世界から

の遺吠え』と鍵えているかもしれない.そこで、そんな蔀蓄にち私の思いを伝え

るため、紙媒体にも登，.す~ことにした.

来年 (23年) 1 月 19 目、文春新.で次の本を刊行する. .J[シン・日;本共産持管

室一一ヒラ句麗が管首公i費者求め守保鎗寸る理fiLL .関心のある方には、是

非、手にとっていただければ幸甚です.

1 -員になるためI&:入覚す吾人はゼロ

さきて、本論 1;: 入-i5 . r 共産党が他の政党(宗教政・党は除外して)と遣うのはど

こか J .まずは、との悶いを立ててみよう.



これには、いるいろな角度かち答えることが可能である.とりあえずーっ挙げ

るとすると、他党は議員{国会であれ地方自民会であれ) rとなりたい人が入ってく

るが(そしてその政治療を支持す否人名λってくる)、共産党の縄合、そんな人

はほぼゼロであ否ことを指摘しておとう.

他の党 i志、はじめから政権彊得を愈醸した人の集合体である.そして、政権を

型車得しようとすれば、多様な価値観を待つ人々(その価値観同士が衝突する場合

も多い)を受持者にしなければならず、時として妥協をすることもいとわない.

政党への帰属意識はあるが、政党を11 り歩く議員もいるのは、そうした現実のあ

らわれだ.

ごれに対して共産党は、指導部は別にして、 8時間働けば審らしていける賃金

水準にしたいとか、安心してかかれる医療制度にしたいとか、あるいは憲法9条

を守りたいなど、自分の願いや理想を叶えようとしている人が、共産党の綱領や

政策がそれに近いと感じて入ってくミ5.

I J睡しい趣権彊掃との距随感

自分が議員になってそれを実現しようとす否志向はあまり存在せず{立候補す

否のは党から婁概されたときだけだ)‘共産党が政権 r;:入らなくてち理想の実現

のために努力してくれるだけでちうれしいと感じ否.他党のように、政権に近づ

くためにB1J の価値観に妥協することには嫌悪感を抱き、それくらいなら野党のま

までちいいと思う人名少なくない.

ところが、共産覚ちやはり政党であって、理想の社会が到来す~まで政権をと

りにいかないという態度はとれない.いや、そういう鰭度を取ってちいいが、 そ

の場合、結党 100年縫ってち政権を殴れないという現実が、これからち続いてい

く可能性が高い.

だから‘多少は妥協してでち政梅に近づごうとする人ちい否のだが、そうする

と理想と現実とのギャップに苦しむことになる.共産党はそういう矛盾に満ぢた

存在なのである.

共産党創立 1 (1 0周年を記念して調演する志位和央委員長= 2022年雪月 17 目、東京辞 令
渋主寺区、事hR: l日照撮影

量進裁 f共産党を変える 1 党見 鐙竹停電害の Jë数 j のすべての記事 iま f i二

主主主 j からお怨みいたた鈴ït; V

》〉隣 i塾記事比三.5....5.立主



r j鶴岡@患安婦や徴用工の問題を遭って

実例を挙げよう.鎗函の慰安婦や徴用工の問題である.

これらの問題への共産党の基本的な態度 l志 、鶴田の当事著書の訴えを全面的に支

持し、その臓いを実現しようとするちのである.日本が絢国型E纏民地として支配

したこと自体が違法行為だったのであり、それと結びついて生まれた慰安婦や徴

用工が鍋害賠償を求め否のは当然であって、日本はそれに応え;;，ぺきというちの

だ.

しかし、そういう主張をしているのは、共産党だけである.自民党はちちろん

立憲民主党句、過去の摘民地支配を違法だとみなしていないし、たとえその期間

に目本が慰安鍋や徴用工に損害撃を与える行革ーをしていたとしてち、その種の問題

{ま 1965年の日軍軍基本条約と請求権協定で解決潰みという立場である.

自民党や立憲民主党が間違った鯵度を取ってい否のではない.種毘崎支配で先

量格の欽米諮問だって自分の過去の行おを違法だったと認めていないし‘ 2国聞

で条約を結んでこの湿の問題を処理した場合、解決済みになるというのが国際政

治の常鼠である.一部に、国家が条約を絡んでち偶人の篇求権は消滅しないとい

ラ事例は生まれてい否けれどち、国際法の俊界でそれがトレシドになってい否わ

けではない.

それが政治の現実だから、国民多数の愈Ilちそれに規定され;;，.だから、共産

党の主張をそのまま実現しようとす~と、園際政治と自民憲織の大変奪が必要な

のである.例えば、レーニンはロシア革命俊成功さ営、列強が植民地を分割した

秘密悩定を暴いて帝国主務世界を鰻婦さ也たが、そのような革命的な変革であ

る.

現在の政治験序を受け入れ、理想に近づく過を鰐.

けれども、他方で共産党は、レーニンのような箪命的手滋と異なり、現実政治

を一歩一歩変えるという立場ちとっている.国民..胞に依拠した立場である.そ

うすると、現在通用している政治の秩序、そこから生まれてく~恩民の憲織と大

きく外れあょうはことはできない.だが、 その道を進むだけだと、共産貨の存在

憲鍵はなくなる.

こうした矛盾を勉えあ共産党にとって、証主権Z董得は1iiに aきいて‘つねに理想を

かかげ各政党、市民運動的な政党とはる週択鰻はある.しかし、政備をめざすi8t

党として生き残りたいな与、共産第に求められるのは、ごの~盾を受け止め、集

り越える道筋を見いだすととである.

現在の政治の狭序を受け入れつつ、他の党や富民多数も合理Eできる進筋を一歩

ずっすすんでいく.同時に、現実が少しずつ変わることで、やがては理想位向

かっていける.そんな道筋である.
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I ~安保・自衛隊問圃でItRき状闘に

そうした道筋の解明がちっとも求められるのが、安保 ・ 自衛隊政策である.

共産第が現在の安保・自衛隊政策のままでは、他の野重量と政権をとちにす~よ

うな合憲をつくることはできない.だからといって、安保・自衛隊をまるごと留

めてしまっては、共産党の存在憲穫はなくなQ.

この閥、共産鎗が「自衛隊活用蛤 J を復権さ世たり、党としては自衛隊違憲愉

をとるが、野党政織では合窓という立場をと否などと主強してきたのは.抱えて

いる矛盾を解決したいという縫索の一環なのだろう.

しかし、こうした復索は成功ぜず、他の野党からは引き続を政権共闘の相手と

はみなされず、党員からは理想を汚すことへの反発が強い.いわば股苦闘をにあっ

ているのが、共産鎗の現状で35~ • 

I 自衛@鵬争は留めたマルクスやエシゲルス

しかし、実は共産党の歴史のなかに‘そごへの回答は存在する.

たとえば、共産鎗の大先鐙であ-i5マルクスやエンゲルスがめざした共獲金鍵社

会というのは、 11銭的には掴富民権力をなくす社会であって、.隊などの権力割韓関

ち主主くなあ社会でおった.憲法9条の理想と殉じである.けれどち、現実の世界

では閣家権力が存在し‘戦争ち必ず起きる.

そごでマルクスらはどうしたのか? 侵略には反対するが自衛の戦争{ま包める

というごとを、基本的な政策として打ぢ出して活動したのだ.



カー)~ マルクス

I 園際社会・国民意鴎の曜属かS外れた基本政策

日本の共産克也戦後の長い問、社会党の「非武装申立 1 を批判し、 「申立自

衛」を基本政策とじていた.憲法9条の存在が『自衛 j 取策の陽書となるなら、

それに手を付けることもいとわない餓度を明らかにしていた.

1994年に9条を将来にわたって堅持するという大転換を仔い、私も強く支持し

ているのだが、世界には抑庄的な図書R権力が存在し、安全保障環境が変わったわ

けではないので、 f 自衛j の大切さは堅持しなければならない.ウクライナの事

態を見ても 2014年 c;: ロシアがクリミア半趨を侵略した際、ウクライナが自衛の

反事を行わず、園際社会ち見過ごしたことが、ロシアを「さらに侵略してち大丈

夫」という気持にさせたことは朗らかだ.

とごろが、共産党の基本政策ほ f安保廃車1 .自衛隊解消 j のままである. r 自

衛隊活用J という雲薫は使うが、それは政策として位置づけられておらず、国民

から見敵されないための置い釈のようなちのでしかない.国際社会の常識、圏民

憲部の;llt ilから外れてい~のである。

I r樟抑止錨告の尊守防衛j という f一審J

マルクスも戦後の日本共産党宅:;.ヨI!i.:<転政策として自衡を霊視することと、将来

の理怒として箪隠のない社会をめざすととは矛盾しないと考えていたのに、現在

の共産党はそうではない.自衛隊を認めてしまったら、共産主灘の理想、 9条の

理想は実現しないと思い込んでい益ように見える.

ちちろん、安保と自衛隊をそのまま認め9 というのでは、自民党や立憲民主党

とど之が遭うのかと関われ否ことになる.だが、 f一歩 j ではあってち重要は変

化をちたらす基本政策が必要だ.

払はそれを「厳釦止篠きの専守防相Iï J と名づけ、冒頭で紹介した f~ ::，.， ・ g 本

共産勢苦言言Z で鍵示した.読んでいただければ、この政策が日本の平和にとっ

てち、日本の主織{対米従属解消}にとって志、大事な一歩にな否ことを理解し

てもらえると思う.
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l 自民党が長期政権を築いたワケ

自民党が戦後長く政権の座!こいられたのは、保守政党としての立ち位置吃変え

あ乙とはなかったけれどち、多様な考え方を駁収し、幅広い国民の支持を得てき

たからである.矛盾するちのを共存させてきたのだ.

よく奮われQ 乙とだが、岸信介首相が60年安保で草新番号カと対崎(たいじ}し

たあとは、 3也田勇人首相が所得倍11のスロ -jj ンで労働者層を取り込んで引っ

た. 11を蕗栄作首相のちとでアメリカのベトナム戦争への協力を進めたが‘田中角

銀首相は老人医療買の無料イむなど社会民主主務的な剥度ち導入した.

安倍晋三首相でさえ、右翼的なイデオロギーを隠すことはしなかったが、慰安

婦問題で日本の「責任J を寵め、金額を日本の税金で支出すQ基金をつくるとい

う、かつての河野洋平宮房長官級績を越える決断を行った.

1.左鋸 Ii:安住ぜず、左漏の批判を首憂する翼幅を

共産党ち、政権に近づこうとするならば、 11左派であることに安住していては

いけない.左派の理想は霊持しつつ、中閉店や右派の支持を得ることをめざ し、

「左側の自昆党 J になるくらいの覚悟が不可欠となる.

ちちろん、共産党の甥合、政犠をめざそうとすると、犯え込む矛盾は自民党よ

りはるかに深く広いちのとなる.帝国主義が主導してつくられた世界狭序、屋内

秩序を梅本的に変えあごとをめぎしてい Qのに、実際には現実を一歩ずつ変えあ

手法をとるのだから、当然そうなる.

ごの遜を共産党が探求す否ごとは、右側からだけではなく、左側からち批判さ

れる覚悟が求められる.かつて「日の丸 J r君が代』が政治の焦点になったと

き、不破醤三氏が法律{ごなっていないことが問題だと指摘したら、 「では法制化

しよう j と自民党が動き出し、共産完本音Eには市民運動を代表する人からの抗議

が相次いだ .

その際、不彼氏 l誌、 「共産党というのは、右側からだけではなく左側からち批

判されるくらいでないと、政権をめざすポジショシに立てないJ と泰然としてお

5れたが、そういう覚悟である.

矛盾が深くて広いということは、その矛盾を解決する手立てを見つけられ否な

ら、国民からの支持ち深く広いちのとな~可能性があるということだ.その道筋

を見つ付だすごとは容易ではなかろう e しかし、悩まないちのは、組織であれ人

であれ成長しない.



政俊をめざす共産完{手、悩みが韓よりち深〈広い分、解決する進筋を見いだす

ことができれば、野党共舗の中心に居座れ::5ほどのポヲシヨシを獲得でき否と往

信している.

災Æ~め図的関子政策委員長・ 202.年 12 司 98噂国会 e. 
l 前例のない遭だかS前仰のない党首公過で

では、モの道筋l志、縫がどうやったら見つけ出tきるのだろうか.なにしろ、 か

つて錐ち探求したととのない遣だ.党内での前例のない自信舗が必要であろう.

安保・自衛隊問簡に限ってみても、 9条の理想からいささかち妥箇してはなら

ないという党員ちいれば、志位氏のように f自衛隊活用諭』を縄げ、 f党として

は自衛隊違憲・政権としては合憲J と考える党員ちい~.私のように安保・自衛

隊を官官鍵に、 「銭抑止銭きの理事守防衛 j をìAじて寝怨をめざす覚員名いる{憲法

論をどう扱ラかについてち『シシ・日本共産覚宣言 J I~.いた)

このようにいろいるな考えの人たちで、率直に飽輸を交わし、共通の道筋を見

いだしていくべきでははいだろうか.おそらく 党指導部が正解を考え、党員 I~

提起するというだけでは、先{ま見えてこない.

そのための'良の方法が「党首公選J である.私を含めているいろな考えの党

員が立候篠レ、みずからの政見を党員に訴え、かつてやったことのないような活

発な緩箇をくり広げるのである.

音盤ちが共産党の繊舗をøめる点ではー数しているのだから、どんなに激しい議

輸が展開されてを玉、党員の役.で決まれば、気持ちよく図錯して頑張れるはず

だ.私ち党の機鈴と鴎結の-.を鎧って努力する覚悟で1I5る. (終わり}

官通機『共産党を変え.Q I 鎗員・ 4公竹仰覇径のm.J のす《での:~.I玄「ζ

皇室 J か 5お読みいただけます

〉〉削 ììH2容はこちらから

縄・のre・'写昆の.u荷車îi.を豊島じ圏Eす.すべての内容は日本の‘作纏法並びに盛際重量約により保竃

されています.

Copyright C Th~ A..hi Shimbun Cornp 墨 ny. AII right5 r ・ s.rved. No reproduction or 

repubtication witnout written p靡misslon. 
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乙第 ク 号証

野党記者クラブでの松竹伸幸氏の記者会見 (2023 年 1 月 19 日) から

(これ以前の発言部分は省略)

それで、しかしま さに要するに一言で言えば志位さんは自衛隊を否定的に見る、私はしかし自衛隊を

共産党の政策の中にしっかりと位置づけなければならないというふうに考えた。結局、野党共闘での混

迷、失敗を見るとそこに共産党自身が 1 0 何年前に私が提起した問題を、共産党の中でも議論をして、し

っかりとした見解を確立していかなければならないと思ったときに、単に「そういう議論を共産党の中

で起こすべきだよね」ってこれまでだったら、党内野党的に見て「ちゃんと議論しろよJ みたいなスタン

スでいけたのかもしれないけれども、しかしそうではなくて、そういう問題を提起したのは共産党の中

では私しかいなかったし、 それ以来ずっと私が退職して以来20年近く、結局志位さんが提起した問題

を、共産党の常任幹部会、中央委員会とかが「みんなその通りでいいんですj って全会一致で決めてこら

れた。中央委員会の内部で改めて議論を提起し、議論するつことが難しい。それをやれると したら、自分

しかないんじゃないかなって思いまして、単に党首公選を求めるっていうだけではなくて、自分自身が

その際に立候補することまで表明しないと説得力を持った提起ができないんではないかなって思ったっ

ていうのがお話の一つ目ですロ

そしてレジュメの二つ目に入りますけども、今の国会でも共産党を含んだ野党の共闘というのは混迷

状況にあるわけですけれども、それを回復するためには、やっぱり共産党自身が安保 ・ 自衛隊政策をしっ

かりとしたものとして確立し、そういうものだったら、もちろん政党が違うんですから、全く同じ政策で

ある必要はないんですけれども、「それだったら政権共闘の議論の対象になるよね」っていうぐらいのも

のは提示する必要があるんではないかと思っておりまして、共産党自身が掲げるべき政策について、私

はレジュメにも書いておりますけども、「核抑止抜きの専守防衛」とし、う政策を掲げる必要があるんじゃ

なし 1かと。

その政策を掲げることで、野党の中で「何が一致するんだろう J r どうすればいいんだろう」という今、

現実に岸田政権が「安保 3 文書J で安全保障政策の大転換やってるわけですから。しかし、それへの対抗

軸となるような、「増税が駄目だ」としづ議論はありますけども、防衛政策と してどうかっていうのは野

党からもあまりちゃんとしたものが出されていない。そこの現状を打破できるようなものを出さなけれ

ばならないというのが私の考え方なんです。

私はその 2015年に志位さんが安保法制反対運動が高揚したその直後に野党の国民連合政権を掲げ

た、提唱したことは大変大事なことだったと思っております。それまでの共産党は日米安保条約廃棄っ

ていう共産党の独自の政策に一致するようなものでなければ、そこで一致しなければ、連合政権、政権共

闘はありえないっていう基本的な、実際はもっと本当は柔軟なはずだったんですけども、そういう態度

をとってきましたから、政権の協力という問題とは距離があったわけですね。志位さんが自分たちの安

全保障政策、自衛隊政策を脇に置いてでもね一致する課題でやっていく、そのために政権を引き受ける

用意があるって言ったことによって、初めて、いま「野党の共闘って、政権共闘ってやっぱり駄目だよね」

って皆さん思ってるわけですけども、しかし 201 5年までは誰もそんなことは考えなかった。少なく

とも野党共闘による新しい政権というものが政治の話題になって く るというところまで持ってきたのは

志位さんの大事な功績だったと思います。



しかし、 実際に安保法制が通った直後は運動、世論の高揚もあって、「とにかくこの法律をなくそうよJ

「集団的自衛権の閣議決定を撤回しようよ J íそれだけでも政権共闘をやってもいいよねJ っていう 国民

の後押しもあったわけですけども、それから時聞がたつに従って熱波みたいなのも薄れてきますし、真

剣に考えると、野党同士で政策がこれだけ違うのに政権って組めるのかということを真剣に考えた場合

に、「し、やそれはなかなか難しいよねJ って、やっぱり共産党の安保・自衛隊問題での政策等、他の野党

の政策って、多少違う、かなり違うぐらいだ、ったらいいかもしれないけども、向いてる方向が真逆ですか

ら一緒の共通の土俵にはならないよねっていう思いがあって、麻生さんなんかもいろいろ批判もしまし

たけども、立憲民主党なんかもなかなか政権協力には踏み込めないってなったと思うんですね。

結局そこを乗り越えようということで、志位さんも「自衛隊は活用するんだj ってし、う、私と志位さん

とその根本的な意見の違いがそこであったわけです。それを封印していたわけですけれども、それを復

権させて、提唱してきた。あるいは政権を取ったら、政権としては自衛隊は合憲だというようなことまで

踏み込んできた。そういうことを言うことによって、率直に言って共産党の中で大混乱が起きて、選挙の

最中にそういうことを言われて、毎日毎日チラシを配ったり、電話掛けして、「いやそんなこと聞いてな

いぞ」っていうんで、足が止まる向きもあったo

しかしそこまで踏み込んでいるのに、他の野党かちすれば政権共闘の対象にはならない。それはなぜ

かというと、「自衛隊活用するJ r安保 5 条だって発動してもいいJ í政権に入ったら合憲だJ とかってい

ろいろ言うんですけれども、しかし共産党の基本的な政策としては安保条約廃棄、自衛隊は憲法違反で

解消するとし、う基本政策は揺らがないままやっているわけですね。

私に言わせれば、共産党の綱領も大会決定も、安保条約と自衛隊どうするかっていうことで 3つの段

階を示しているわけですけども、第一の段階では、安保も自衛隊も維持することを前提とした期聞があ

るはずなのに、だからその聞は安保ど自衛隊を堅持するっていうことを言っていいはずなのに、その堅

持した政策みたいなものの考え方は言えない。基本政策は両方ともやめることだっていうところに縛ら

れていると思うんですね。私自身はそこを変えて、この第一段階で「安保も自衛隊も堅持するJ っていう

前提のもとでの政策を打ち出せばいいっていうふうにして、先ほど言った自衛隊を生かす会でずっと柳

揮さんとか、自衛隊の幹部の皆さんとか、いろんな方々との議論を積み重ねてきましたけれども、その結

論として、「核抑止抜きの専守防衛」に意味があるんじゃなし、かと打ち出した。その詳細は今日お配りし

た、事前にお配りした本の中でも示しておりますので、今日詳細は言いませんけども。

ウクライナのロシアの侵略に対する戦いぶりを見ても、何が大事かっていうと、ロシアが侵略した三

つ大きな要因があると思うんだけど、一つは2014年にクリミア半島を奪われたときに、結局それに

対して有効な自衛の反撃をしなかった問題があって、「ロシアがあのとき成功したから、今度もウクライ

ナがたやすく屈服するだろう J ~思ったという報道がありますよね。やっぱりあのとき 2014年のク

リミア半島を奪っても抵抗がなくて、国際社会も別にあんまり今回のような支援もせずに放置した。「ウ

クライナは攻めても自衛の戦いもしないんだ」みたいなことは一つのあれで、やっぱり専守防衛という

のは大事だ、と思うんですね。そういう点からいっても防衛政策って大事だ。

しかし、同時にウクライナが NATO の東方拡大ということで、ロシアの脅威になってくるっていうこと

がロシアの侵略のもう一つの口実になってきたっていうことでいうと、やっぱり外交上の交渉の余地を

どう相手に残していくのか、交渉としてやっていくのかの両方が大事だと思うんです。それをやろうと

思えば専守防衛という点は、確固としたものとするってするけども、要するに核抑止のようにして、何か

2 



あれば核兵器で相手を威嚇する、脅すようなことから日本は離れて、戦争になっても、要するに日本はア

メリカに核兵器を使わせて自分を守るっていうところまではしないと。安保条約を堅持してアメリカの

通常兵器の抑止には頼るけども、核抑止からは離れるっていう決断が必要だと思っております。

最後の話ですけれども、党首公選の実施にはどのような意味があるのか。党員には日常の議論の表面

化、全国化であり、国民には共産党が近い存在になることだと思っていております。国民の目から見れば

共産党ってもう決まったことしか伝わらない、田村さんの防弾チョッキのこともありましたけども、個

人が見解を言っても結局それがすぐ否定されて「党の見解はこうだj っていうことで、なんでそういうふ

うになるのかの経過が伝わってこない、公開されていない、透明でないっていう、そこが自分たちの 日 常

の感覚と違っているなっていう違和感がぬぐいきれないと思うんですね。そこを変えていく。

(これ以下の発言部分は省略)

3 
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昨夜、本自の「赤旗J:こ私を批判する論文が出ると教えてくれる人がいて、楽しみにしていました。執筆している

のは、私が若い頃から知っていて、尊敬する藤田健さんだというし、 ぐっすりと語って「示旗」を読むことができま

した。

まず、ありがとうございます、ですね。これだけ力を込めて主張しているのに、完膏iこ無視されたら、哀しいです

こうやって議論を興すために長起しているわけですから、とりあえず出足はまずまずというととこるでしょものね。

うか。

この詩文で書かれていることに関して私がどう3うのかは、この達観で'兵次寄いていくことにします。本日はその

前提になることです3 この前文のタイトルで羽確なように、藤間さんは私の「一連の戸動J を r規約とで漬からの逸

H~，J だとiZえているわけです。一方、私はそう習えていないから、 「一連の~_意J を行っているのです。

つまり、藤田さんと私の明白領、規約の解釈が異なっているということになります。で男題は、

遣いが生まれた持、どうやって持決するのかということです。

そうやって党込の問で

1hi在の域約l淳、そういう品合に上が正しいという立場をとっていません。念のために言えば、藤Eさんは r赤旗編

集局次長」の問書きで芳いていて、それだけでも「上にいる人」という配象をもっ人が多いでしょうが.じつはそれ

だけではなく、共E主党?勺;こ64人しかいない r;~部会委長J でもあります_， ~6方人いるとラ党員の私とは比べものに/&.

らない r幹~~: ，J.lを宮町、されている方なのです。

196ì 年に決める;1..た;白人罪約というのは~そういう 12合、ょのほうがヱラいのだという立場に立っていたわけです

な。 1・下吸;;;よ竜王;こ往う 4 だとか r決定は無失i!f iζ吏行するJ だとか、いまから;見るとびっ〈ちするような日l葉が

JZってい訴した会

しかし、 2000~~こ決まった新湯約では、そういう文J・・はすべて札吟されました。」ニ敬、下型店という明志がなくなっ

た。この現句を大会に提案レた不覗さんは、 「赤旗J !と登均レてr:iffj~景型J の玩約だとミ:ii;R していますc

バワハラが問題になった際、小?と明記ん長は「完内のよ下関係はないJ とおっしゃい示した。 そうなん?す。 だか

ら、麗Eさんと九の向には上下喝係法なくて その二人が規約の解釈で気立しているわけです3

でも、 このままでは、藤田さんは「赤旗J:こ長い冷文を費いて私を払~，しているのに、私は何も f赤i究J lこ童!すな

\，\。 こ11.って. r汚環富むの託行規約で~i:~午されないことだと玄います。

「お訴は勝手l乙大を出したり、ネットテレビ:こ出たワしているだろう」とと~:J;1.るかもしれません。ンかし、それ

は漆田さん毛やるうと志え話、できることですので?ればい心。二重畏の一人として.憲法がイ来襲する手持表現の荏告

は;事しく保管さ ~1て v\ るのです。それとJじように、党員とじてヨ~~I主利は、私ときふさんに~z:4Z与に与えてiまじい

そ υて r :;:,):-_;i; j (こ登署させてほしい。ぞれがまず私が=ミいたいここで，.~-~

せっかく 22年計;ζ ヘ電環辺」税約ができたのに、私さ含めて、この前存を;主連営iこ :1:=rき浸らさる努刀が十分にさ礼

でいなかったと三ν ますu 今Zのゐj~;ζ 読f守をa・57三(，i)~ヨ'こð5わせて現代Lこ生かす主みになるのではないかと、私

liひそかに(こうやってオモテ乞討しているの!ζ 「ひそかに，と:孟??えないかもし礼ませんが)系常しています。

h ・、:i 9me"-'" ": ..， ~t \l .ew!:)' ，'e" . 1'4怜 3 ~rl・・17乙~3勾ぞ之氏守._._ 、7 ;1 28 2::.~ :1 
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乙第 (0号証

日本記者クラブでの松竹伸幸の記者会見 (2023 年 2 月 6 日)から

(これ以前の発言部分は省略)

ということで私としては今後ですね、 2枚目に入りますけれども、処分の撤回を求め、規

約上の権利を行使したいというふうに考えております。その下の規約の一番左側に第 5 5 

条っていうのがあります。この後から 3行目くらいから見て頂きたいんですけども、被除名

者が、除名されたものが処分に不服な場合は中央委員および党大会に再審査を求めること

ができるとし、う規定があります。

だから私としては、この再審査を中央委員会と大会に求めると。共産党は来年 1 月に党

大会をやるということはもうすでに決めております。規約上 2 、 3年に l 固というのがもう

来年 1 月って、もう 4 年目になるので、さらに延ばすということはおそらく規約上もあり

えない。だから来年 1 月に必ず党大会があると思いますので、その大会での除名処分が不当

だということを私は訴えて、党大会の代議員にですね、この除名処分の撤回を求めたいと思

っています。

だから、実は、昨日出かけた、今朝からのすごい報道で周りの共産党員の中には、もう自

分も辞めたと、あるいは関係を見直すと、赤旗はとにかくまずやめるとか、党首公選がされ

れば、まあ、前離党したんだけど、松竹さんに 1 票入れたいからそうするつもりだったとい

うような人から、いろんなメッセージが来ておりますけども、私が言いたいのは、いや早ま

るなと、ぜひ党にとどまって来年 1 月の党大会に代議員として出てですね、そこで私の再

審査をどうするかということは党大会で結論を出さなければならないので、そのときに、除

名には反対だという意思を表示してほしいと。同時にそこで党首公選も一緒に議決できた

らいいよねっていうことを、私としてはこれから 1 年近くあるわけですから、全国の党員

に呼びかけていきたい。そのためにこの 1 年を全力でたたかいぬきたいなと思っています。

(これ以後の発言部分は省略)

1 



古
谷
単
世
紀
涯
〈
党
に
尽
く

し

て
き
た
錨
巣
が
験
笥
犬
一
変
な
こ

と
に

'な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
ね
，

a
竹
こ
ち
ら
こ
そ
、
あ
な
た
ま

で
扇
動
に
巻
吉
込ん
で
し

ま
っ
て

申
し
駅
あ
り
ま
せ
ん
.

一
5

目
、
日
本
共
底
究
員
麗
刻
一

一
年
近
〈
に
及
ぶ
.
古
書
職
主
一

一
松
竹
伸
宰
氏
(
飽
)
が
‘
党
か
ら
一

一
も
っ
と
も
置
い
「
障
名
」
匁
分
一

一
を
受
け
た
.
保
守
幸
蓄
に
輸
足
­

一
を
置
き
つ
つ
よ
協
の
わ
か
、
一

一
る
右
翼e
を
自
穆
ず
る
古
谷
経
一

一
衡
氏
【
鍋
)
が
、
共
麗
究
の
内
実
一

一
に
斬
刷
込
ん
だ
.
一

合
墨
守
合
品
岡
、
訟
街
H
Jが
除
ゑz
e

れ
た
理
由
と
し
て
、
共
産
党
は
「
党

首
公
也
餅
』
密
主
張
し
た
こ
と
を

量
初
に
挙
げ
て
い
ま
す
ね
。

紐
幅H
発
車
党
員
が
鐘
襲
で
悌
蓄

を
湿
べ
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
自
民

党
政
権
を
働
か
す
党
に
な
れ
る
と

響
え
た
ん
で
す
よ
。

古
谷
党
首
を
公
選
す
る
こ
と

一
和
を
除
名
し
た

線
共
産
党

一
間
帯
話
一

い
た
こ
P

忍
返
っ
生
n
で
す
が
・
・
・
.

峰
崎H

私
u
w
隼
に
党
窓
都
豊
退

職
以
降
、
地
域
の
支
部
に
属
す
晶

.
ヒ
ラ
覚
"
だ
っ
た
の
で
、
他

支
鼠
の
崎
直
に
設
票
を
呼
び
か
け

る
こ
と
が
で
脅
量
せ
ん
か
ら
.

ほ
か
の
ま
郁
の
党
員
と

実
施
し
て
は
い
け
な
い

盲
谷
今
園
、
問
値
観
容
れ
た
訟

竹
♂
の
本
(
『
シ
ン
・
日
本
共
直
覚

宣
置
支
審
新
き
で
知
っ
て
び

っ
く
り
し
た
ん
で
す
け
ど
、
党
員

で
、
ど
う
し

て
共
藤
発
の
寝
器
星
取

が
唱
す
の
で
し

ょ
う
か
.

鎗
竹
志
位
和
夫
委
員
長
は
百
年

以
降
、

選
挙
で
の
野
晶
耳
共
闘
を呼

び
か
け

て
き
宮
し
た
。
そ
れ
で
、

一
時
は
自
慢
聾
の
対
抗
"
に
な
れ

た
と
思
う
ん
で
す
。

吉
佐
官
し
かし
安
保
、
肪
衝
を
め

ぐ
っ
て
相
容
れ
ず
、
現
在
、
野
党

遺
品E
後
退
す
る
一
方
で
す
よ
ね
.

a
竹
割
年
の
袋
院
選
で
は
、
麻

生
文
厳
J
に
.
立
憲
共
産
党
・
と

は
ほ
か
の
支
部
の
党
員
と
日
常
的

に
支
涼
し
ち
ゃ
い
げ
な
い
ん
で
す

ね
。
派
閥
・
分
派
を
作
ら
な
い
な

ど
の
組
組
原
則
『
民
全
車
両
甲
型

炉
、
こ
れ
だ
付
厳
格
な
も
の
だ
と

は
思
い
も
し

ま
ぜ
ん
で

し

た
。

録
竹
党
本
部
に
い
た
こ
ろ
、
火

事
を
起
こ
し
た
ら
困
る
と
い
う
こ

と
で
、
冷
蔵
庫
を
置
〈
乙
と
が
鍵

止
さ
れ
た
ん
で
す
.
と
こ
ろ
が
、

別
の
部
局
に
は
冷
蔵
庫
が
あ
る
と

知
り
、
幹
部
の
と
こ
ろ
に
出
向
い

て
「
私
の
部
周
に
も
置
か
せ
て
ほ

-

お
も
な
処
分
理
由
は
‘
松
竹J
の

E
活
動
が
民
古
車
申
制
の
原
則
に
皮

-
す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。

-
総
竹
民
、
古
豪
申
耐
を
厳
格
に
市
寸

-
つ
で
も
、
志
位
♂
に
権
力
が
集
中

-
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
の
で
、
党

-
首
昼
過
制
主
義
曝
し
た
ん
で
す
よ
。

責
合
共
産
党
は
分
滞
在
作
ら
せ

な
い
こ
と
を
宣
視
し
ま
す
が
、
か

〈
い
長
は
章
、
れ
い
わ
量

組
の
代
寝
遣
に
出
た
ん
で
す
よ
.

務
湿
し
ま
し
た
け
ど
。
泊
予
意
見

を
戦
わ
せ
て
い
た
相
手
と
だ
っ

て
、
選
挙
が
終
わ
る
と
婁
外
仲
よ

切

〈
者
る
ん
で
す
よ
ね
実
}
.

必
級
竹
自
民
党
一
も
総
裁
量
で
、9

凶

カ
源
色
を
鮮
明
に
出
し
て
母
国
文

-

雄
曾
栂
に
対
抗
し
た
曹
団
耐
早
苗
氏

を
、
当
初
は
党
政
調
会
長
に
取
り

立
て
ま
し
た
し
ね
.

吉
醤
共
産
党

H
M党
内
部
で
鴎
臨

し
て
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な
い
わ
け
で
は
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、
じ

つ
は
め
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ゃ
く
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ゃ
鰭
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て
る

ん
で
す
よ
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で
も
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。
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す
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ほ
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、
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。

府
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と
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と
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を
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し

ま
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共
産

党
を
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め
る
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で
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ま
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古
谷
窓
也
♂
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と
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に
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な
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と
思
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ら
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掬
戸
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

松
竹
そ
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は
な
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と
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ま
す
。

私
は
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に
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ま
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た
が
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1

カ
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鶴
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ま
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E
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と
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で
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ま
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7
、

8

聞
の
党
員
が

志
位
体
制
に
麗
聞
楕w
u

古
谷
こ
れ
だ
け
宣
い
処
分
を
科

さ
れ
て
も
復
党
豊
富
む
な
ん
て
、

松
竹
J
は
ぷ
常
量
産
轡ar
に
溢
れ

て
い
ま
す
よ
ね
。
そ
れ
な
の
に
、

志
位
♂
は
9
B

の
会
克
で
も
、
松

竹
♂
や
新
聞
社
に
対
し
て
強
い
官

兼
で
反
輸
を
繰
り
返
しτ
い
る
。

雷
愉
の
自
由
闘
を
腿
め
な
い
の
か
と
、

慢
も
含
め
た
-
般
人
は
「
下
五
合

っ
て
る
な
」
と
思
っ
て
ま
す
よ
。

織
竹
個
人
的
に
は
、
私
と
志
位

J
が
ハ
グ
を
し
て
い
る
写
真
を
恩

借
す
る
ほ
う
が
、
党
に
と
っ
て
組 制

繍

、
、・叩
酎82 
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対
に
い
い
と

思
い
ま
す
付
ど
(
掌0
.

官
曇
長
期
の
志
位
体
制
や
、
党

本
部
の
早
急
に
縫
聞
を
待
っ
て
い

る
暢
貨
は
岨
唱
え
て
い
ま
す
か
。

松
竹
私
の
感
覚
で
は
7
、

8

酬
制

審
通
え
て
い
る
は
ず
で
す
。

古
谷
志
位
♂
の
受
持
率
除
2
、

S

割
で
す
か
。
そ
れ
じ
ゃ
あ
松
竹

J
、
当
選
す
吾
の
で
は
実
}
。

松
竹
い
や
い
や
〔
き
。
で
も
、

地
方
筒
貨
の
な
か
に
は
ツ
イ
ッ
音

ー
で
「
松
竹J
頑
張
れ
』『志
位
一

派
を
追
い
出
せ
」
と
支
持
しτ
く

だ
さ
る
方
も
い
ま
す
・
「
私
は
地
方

闘
員
だ
が
雌
売
し
よ
う
と
思-フ
」

と
い
芝
遮
績
も
い
た
だ
曹
ま
し
た
。

私
は
、
来
年
1
月
の
党
大
会
で
復

党
へ
の
再
審
査
を
求
め
る
つ
も
り

な
の
で
、
そ
の
方
に
は
『
離
党
せ

ず
に
、
-
R

の
再
審
査
に
代
闘
員

と
し
て
一
参
加
してく
だ
さ
い
」
と

お
願
い
し
ま
し
た
。

音
盤
志
位
.
ど
が
、
い
か
に
共
産

党
を
ダ
メ
に
し
て
い
る
の
か
が
よ

〈
わ
か
り
ま
し
た
.
こ
れ
、
9

イ

ト
ル
で
す
ね
。
「あ
な
た
が
共
庫

党
を
ダ
メ
に
し
た
」
。

栂
竹
ダ
メ
な
の
は
志
位
ぷ
そ
の

人
で
は
な
く
・
あ
ま
り
に
長
〈
党

首
を
務
め
て
い
る
こ
と
で
す
。
私

も
党
首
を
目
指
し
て
い
る
以
上、

過
激
な
，
宮
イ
ト
ル
は
勘
弁
し
て
く

だ
さ
い
。
「
志
位J
、
鐘
手
し
で

ハ
グ
し
ま
し
ょ
う
」
で
h
F

お
願
い
し
ま
す
(
き
。
，
‘
帽
B
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党大会代議員予定候補者が結集!?
2023年07月 10日

干ーマ 日本共産党

乙第 11号語
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次の記事ヘ 〉

本日から、 r !."赤旗』をどう改革するのか」 の結論編、 4国連載の開始予定でしたが、明日からに し

ます。いえ、 書く 内容に困っているのではな く 、 本目、どうしても書いておきたいことがあるので。

昨日、 お知らせしていましたように、神戸で「松竹伸幸さんとの対話集会一ーなぜそれほど共産党を

愛しているのか!?j が聞かれました。 r対話集会」と銘打ちながら対話にならなかった集会のことも話

題になっていたので、 F真の」対話集会にすべく関係者が努力してくださいました。

うれしかったのは、終了後、何人もが私のところにやってきて、 「僕は来年 1 月の党大会代議員にな

りたいと思っていますJ r私もです。 除名の再審査をくつがえしま し ょう J と言ってくださったことで

す。びっくりです。

一方、その問題を党内でつよく主張すると、 反発されて代議員に選ばれないかも しれない。 そんな不

nttPs:.iiS f' feb!C- . jp 市町!Jtôke- r:~buyv l(:.amrv- 1 2. 8' 'i4652 68. ~1 ~11' . R71C1ilS 23:32 
1 ;'14 てージ



安な気持ちもお伺いしま した。 そうでしょうね。そこがいちばん難しいところです。

でも、まずL 私の再審査にどういう態度をとるかは、大会の場で、決めればいいと患うので、す。党大会

で、私の弁明を聞いたり、再審査請求書を読んだり、同時にそれに対する党指導部の反論を聞いたりし

て、その上で代議員一人ひとりが判断すべき問題です。代議員をえらぷ時点で踏み絵にしていい問題で

はない。そんなやり方は規約上の最高機関である大会での議論を軽視することであり 、 規約を庭めるこ

とです。

それに、 50年問題の擦の宮本顕治氏の態度は参考になります。あの時、コミンフォルムの論評をめぐ

って、党は徳田球ーらの主流派(所感派)と宮本顕治らの国際派に分裂し、宮本は九州地方委員会に左

遷されます。そして主流派が4全協 (51 年2月)で草事方針を決めるわけです。

しかしその後、コミンフォルムが主流派の軍事方針を支持し、国際派を「分派j として批判します

(51 年8月)。それを受けて、宮本氏を中心とする国際派は総崩れになり、自己批判して主流派に結集

する状況がっくりだされます。

そして、 5全協 (51 年10月)で、武装闘争方針を明確にした51 年綱領が採択されることになります。

宮本氏は、復帰したとはいえもう指導者ではなく、心の中で51 年綱領をどう評価していたかはうかがい

知れませんが、少なくとも51年綱領に反対したという事実は証拠として残されていません。

けれども、 55年になって主流派の中心にいた徳田球ーの死亡が公表され、旧所感派の志田重男と旧国

際派の宮本氏が中心になって党の団結を固める道に踏みだ していく。 最終的に51年綱領を否定 し、 61

年綱領をつくりあげていくわけです。

つまり、現在の党指導部の方針に反対していたとしても、当時の宮本氏のように、必ずしも明確に反

対すると言わないやり方もある。そして、必要な時と場所で、 堂々 と態度を明確にすればいいというこ

とです。宮本氏のやり方に倣って。

兵庫県で数名という こ とは、全国で100名は超えるかも。 いまから楽しみです。

#宮本頚治#共産党・.松竹j$事長#京名
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